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【シンポジウム１　センシング技術の応用】
アスリートのためのウェアラブルセンシング～miCoachが実現する
スポーツにおける未来
山下　　崇（アディダス ジャパン株式会社）
　すべてはアスリートのために。アパレルやシュー
ズのような従来のスポーツ用品の枠を越えて、ウェ
アラブルデバイスとサービスでアスリートをサポー
トするために生まれたカテゴリー「miCoach」がよ
り効率的なトレーニングを提案します。
　miCoachは、センサーを活用したウェアラブルデ
バイスと、アプリ・ウェブのサービスを組み合わせ
ることでアスリート・コーチをサポートするために
生まれたカテゴリーです。
　大きく２つのレンジ、①効率のいいトレーニング
やダイエットに適した心拍トレーニングを簡単に行
うための「心拍トレーニングサポート機器」、②走
行距離、スピード、ダッシュ回数などのフィジカル
データを可視化するための「パフォーマンス計測機
器」があります。
心拍トレーニングをサポート
　ランニングをする際に、「１km ５分」など、距
離に対してのペース・スピードだけを目安にするこ
とは効率の良いトレーニングではありません。ト
レーニングでは「体にかかっている負荷」が重要で
あり、客観的な負荷を示す重要な指標が「心拍数」
です。「210―（年齢）＝最大心拍数」となり、30歳
であれば180回／分が最大心拍数の目安になりま
す。この最大心拍数の何％かでトレーニングの効果
が決まります。
図１
　ダイエットが目的で、脂肪燃焼を目指すのであれ
ば有酸素運動ゾーンである最大心拍の80%前後（図
１のグリーンゾーン）でトレーニングを行うと効果
的で、サッカーなどの球技で最大のパフォーマンス
を発揮するためには、何度もダッシュできるような
心拍数の上下を盛り込む必要があり、マラソンのタ
イムを縮めるためにはビルドアップ走（徐々に心拍
を上げる）、LSD（長くスローなペースで走る）な
ど様々なトレーニングを組み合わせることが必要で
す。しかし、トップアスリートではない方がこういっ
たトレーニングを行うのはハードルが高いと思いま
す。それを簡単にするのがmiCoachの心拍トレーニ
ングサポート機器になります。
　miCoach「心拍トレーニング機器」に共通する大
きな特徴は２つ。
　①　目的とレベルに応じてプログラムの作成が可
能です。何月何日にマラソンで４時間を切り
たい、サッカーの試合で走れる体力を身につ
けたい、体重を落としたい、など13種類から
選び、レベルや走る曜日などをカスタマイズ
すると、ウェブやアプリ上のカレンダーにプ
ランを作成してくれます。
　②　作成したプランを、デバイスやアプリに同期
するとそのプラン通りトレーニングができる
ように音声やランプ・画面でリアルタイムに
コーチングをしてくれます。「グリーンゾー
ン（有酸素運動ゾーン）にスピードアップし
ます」と言った音声や図２の画面のような指
示がデバイスから発せられます。
図２
　
　デバイスは３種類あり、ニーズに応じた展開をし
ています。
　①　SMARTRUN（税抜￥45,000）：腕に巻くだ
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けで心拍数を計測、GPS・音楽再生MP３プ
レーヤー内蔵、カラータッチパネル画面で操
作、音声と画面でコーチング。WiFiとPCが
必須。
　②　FITSMART（税抜￥23,000）：腕に巻くだけ
で心拍数を計測、加速度センサーを内蔵、液
晶画面・ランプでコーチング。Bluetoothで
スマートフォンと接続して同期するが、ト
レーニング時にはスマートフォンは不要。
　③　心拍モニター（税抜￥9,000）：無料携帯アプ
リと連動し、胸で心拍数を計測。Bluetooth
でスマートフォンと接続し、トレーニング時
はスマートフォン装着必要。
パフォーマンスを計測し可視化
　スポーツは技術や戦術、精神力、フィジカルの３
つの要素が重要と言われていますが、この中でも目
で見えづらいフィジカルにおいて選手のパフォーマ
ンスを客観的に判断することは難しく、選手、監督
やコーチの主観やイメージで評価してしまうケース
も少なくありません。miCoachのパフォーマンス計
測機器は、主にこの見えづらかった試合中・練習中
のフィジカルパフォーマンスを可視化するデバイス
です。
　①　Elite （一般未発売）：
　　　心拍センサーを搭載したスマートシャツ、選
手の動きを360度計測するプレイヤーセル、
データを解析して送信するベースステーショ
ン、タブレット、ウェブサイトからなるトッ
ププロ用の究極版のフィジカル計測システ
ム。走行距離・スピード・加減速・心拍数・
位置情報などがリアルタイムにタブレットで
確認でき、ウェブサイトで様々な指標を組み
合わせた詳細の分析が可能。
図４
　
　②　SPEEDCELL Bluetooth（税抜￥8,900）
　　　重さ9gのICチップを搭載可能な専用シュー
ズのソケット（中敷の下を開けた中足部部
分）、シューレース（靴ひも）部分に装着す
ることで、総走行距離・スピードゾーンごと
の距離・最大スピード・ダッシュ回数などの
フィジカルデータを可視化。
図５
　こういったツールでフィジカルデータを可視化し
客観的なデータで評価することで、選手も監督も納
得の上でパフォーマンスの改善やチームの強化に取
り組むことができます。
　すべてはアスリートのために。こういったデバイ
ス・サービスで今後もアスリート・コーチのサポー
トをさらに進めていく予定です。
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